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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 国 内 の 公 立 学校 に 通う 「 日 本 語 指 導が 必 要な 児 童 生 徒 」 の数 は 増加 傾 向 に あ り 、そ の 滞在 も

長 期 化 し て い る。こ う した 現 状 に 対 応 する た め 、文 部 科 学 省 は 平 成 26 年度 よ り 、教 員を 主 た る

指 導 者 と す る 「特 別 の教 育 課 程 に よ る日 本 語指 導 」 を 導 入 する こ とを 決 定 し て い る。 し かし 、

現 状 で は 日 本 語指 導 に携 わ っ た 経 験 を持 つ 現職 の 教 員 は ご く限 ら れる 。「 特 別 の 教育 課 程 」導 入

に よ り 、 日 本 語指 導 を担 当 で き る 教 員の 養 成や 現 職 教 員 研 修の ニ ーズ が 高 ま る も のと 推 測さ れ

る が 、 こ れ ま での 教 員研 修 で は 課 題 の緊 急 性か ら 「 指 導 方 法の 伝 達」 に 重 点 が 置 かれ る 傾向 が

見 ら れ た 。 そ こで 本 研究 で は 外 国 人 児童 生 徒へ の 日 本 語 指 導に 関 わる 教 員 、 指 導 主事 ら への イ

ン タ ビ ュ ー を 分析 し 、こ の 分 野 で 「 望ま れ る／ 目 指 す 教 師 像」 を 具体 的 に 示 す こ とを 目 的と す

る 。  
 公 立 学 校 に おけ る 日本 語 を 母 語 と しな い 子ど も た ち へ の 支援 は 地域 に よ り そ の 体制 が 大き く

異 な る と い う 特徴 が ある 。 現 職 者 へ のイ ン タビ ュ ー で は 勤 務地 域 の指 導 体 制 が 「 望ま し い教 員

像 」 に 強 く 影 響す る こと が 想 定 さ れ るた め 、本 研 究 で は 同 一地 域 にお い て 異 な る 立場 で 「日 本

語 指 導 が 必 要 な子 ど も」 へ の 教 育 に 関わ る 現職 者 へ の イ ン タビ ュ ーを 行 っ た 。 イ ンタ ビ ュー は

内 藤 哲 夫 氏 が 開発 し た PAC（ 個 人 別 態 度 構 造 ）分 析 の 手 法 を 用い 、 デン ド ロ グ ラ ム 作成 に あた

っ て は 土 田 義 郎氏 の 「 PAC 分 析 支 援 ツ ー ル 」 を使 用 し た 。  
 対 象 と し た のは 西 日本 に あ る A 市 の 4 人 で あ る 。A 市 は 集 住 地 域 では な い が 、1980 年 代 の 中

国 帰 国 児 童 生 徒受 け 入れ に 始 ま り 、 近年 は 子ど も た ち の 国 籍が 多 様化 す る な ど 新 たな 課 題を 抱

え て い る 。 イ ンタ ビ ュー 対 象 者 の 背 景は 次 の通 り で あ る 。 ①担 当 指導 主 事 ： 現 在 「日 本 語指 導

担 当 教 員 」に 向け た 研 修を 企 画 す る 立 場に あ るが 、自 身 は 直 接こ う し た指 導 を し た 経 験は な い 。

② 学 校 長 ： 日 本語 指 導が 必 要 な 子 ど もが 多 く在 籍 す る 中 学 校の 校 長。 文 化 背 景 の 異な る 子ど も

を 担 当 し た こ とは あ るが 、 日 本 語 指 導が 必 要な 子 ど も の 直 接的 な 指導 経 験 は な い 。③ 日 本語 指

導 担 当 教 員（小 学 校 ）： A 市 の 日 本 語 指 導 教 員の リ ー ダ ー 的 存在 。日本 語 学 級 担 当、学 級 担任 な

ど と し て 10 年 以 上 こ うし た 子 ど も た ちに 接 して い る 。 ④ 日 本語 指 導担 当 教 員 （ 中 学校 ）： 国語

科 教 員 。 日 本 語指 導 担当 歴 2 年 。  
 立 場 の 異 な る 4 人 が「 望 ま し い 日 本語 指 導担 当 教 員 」 像 とし て 共通 し て あ げ た もの に 、コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の高 さ が あ っ た 。特 に 校内 の 同 僚 と の 関係 性 を作 る た め に こ うし た 力が 必

要 で あ る と し てい た 。さら に 、１ 教員 と し て 授業を 計 画 し 実 施 する 力 とし て「 指 導力 ／ 授 業 力 」

と い っ た 単 語 が挙 げ られ た 。 ま た 、 子ど も たち 背 景 と な る 文化 や 言語 、 彼 ら や 保 護者 が 置か れ

て い る 状 況 に 関わ る 社会 問 題 へ の 興 味関 心 、そ れ ら を 授 業 に反 映 させ て い こ う と する 向 上心 が

求 め ら れ る と 述べ て いた 。 こ れ ら は すべ て の日 本 語 指 導 担 当者 に 求め ら れ る 資 質 と考 え るこ と

が で き る 。一方 、相違 点と し て 、学 校長 の PAC 分 析 結 果 で は「 組 織 的な 取 り 組 み 」へ の 寄 与と

い う 点 が 他 の 3 者 に 比べ 明 確 に 現 れ てい た 。こ の 結 果 が 「 学校 長 」が 持 つ イ メ ー ジを 代 表す る

も の で あ る の かは 今 後明 ら か に し て いく 必 要が あ る 。 ま た 、日 本 語指 導 の 経 験 が 長い 教 員ほ ど

「 語 学 力 」 に つい て の言 及 が な さ れ なく な ると い う 特 徴 が 見ら れ た。 こ の 点 に つ いて は 、教 員

が 直 接 こ う し た子 ど もた ち を 指 導 す る中 で 「語 学 力 以 上 に 重要 な もの が あ る 」 と いう 認 識に 至

っ た も の と 考 えら れ る。 管 理 職 等 が 日本 語 学級 担 当 者 を 選 ぶ際 に は「 語 学 力 」 を ひと つ の判 断

基 準 と す る 傾 向が 見 られ る 。 今 回 の イン タ ビュ ー 結 果 は そ れを 追 認す る 形 と も な った が 、指 導

現 場 で は む し ろ先 に 挙げ た 教 員 と し ての 力 量を 重 視 し て 担 当者 を 選ぶ 必 要 が あ る と考 え てい る

こ と が 示 さ れ た。 今 後は 指 導 体 制 の 異な る 地域 の 教 員 を 対 象と し て同 様 の イ ン タ ビュ ー を実 施

し 、 検 討 し て いき た いと 考 え て い る 。  



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 

「『 望 ま し い 日 本語 指 導担 当 教 員 』の イメ ー ジ 構造 － 立 場 ／ 経 験の 異 なる 教 員 へ の イ ンタ ビ ュー

か ら － 」『 国 際 教育 評 論』（ 東 京 学 芸 大 学国 際 教育 セ ン タ ー ） 投稿 予 定。  

 

 

 
 


